
 

 

令和元年度 全国学力・学習状況調査の結果分析と今後の対策  

敦賀市立赤崎小学校 

  

平成３１年４月１８日（木）に全国の６年生の児童を対象に「国語」「算数」「質問紙」

の３つの調査が行われました。 

 今年度の本校の各教科の正答率は大変よい結果でした。過去３年間の様子から、各教科・

学習状況調査での結果分析と今後の対策を以下のようにまとめました。本校児童の傾向をご

理解いただき、家庭でのご協力をお願いします。 

§１ 学力状況調査に関する結果  

国語  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【良好であること】 

・同音異義の漢字を書くこと 

・文と文の意味のつながりを考えて、接続詞を使うこと 

・目的に応じて、文全体を効果的に読むこと 

・相手の話を聞いて、話に展開に沿って質問すること 

・目的に合わせて、自分の考えの理由を明確にして、まとめて書くこと等 

   

 
【課題となること】 

・目的に応じて、複数の情報を取り上げ、理由を明確にして、自分の考えを書く

こと 

＜対応策＞ 

目的に応じて文章を読み、必要な情報を取り出し、整理して書

く活動を充実させます。 

出題の趣旨 

目的や意図に応じて、調べたことを報告する文章

を、図表やグラフを用いて、自分の考えが伝わるよう

に工夫して書くことができるかどうかをみる。 



 

 

算数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【良好であること】 

・計算の順序についてのきまりを理解して計算すること 

・答えの求め方を順序立てて説明すること 

・わり算の計算のきまりを使って計算すること 

・合同な図形の性質 等 

 

 【課題となること】 

・２つのグラフから読み取れることを考え、そのわけを書くこと 

・示された計算の仕方を読み取り、数学的な表現を使って説明すること 

＜対応策＞ 

・情報を表やグラフに整理し、考察する機会を増やします。 

・式をもとに自分の考えを説明する機会を増やします。 

出題の趣旨 

日常生活の問題の解決のために、資料の特徴や傾向を基

に考察したり、複数の資料の特徴や傾向を関連付けて判断

したりすることができるかどうかをみる。 

【設問の趣旨】 

 ２つの棒グラフから資料の特徴や傾向を読み取り、それ

らを関連付けて、一人当たりの水の使用量の増減を判断し、

判断理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる。 

【設問の趣旨】 

 示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を

基に、除法に関して成り立つ性質を言葉を用い

て記述できるかどうかをみる。 



 

 

§２ 学習状況調査に関する結果  

  赤崎小学校スクールプランの重点目標に関係する質問項目については、とても意欲的で 

良好な回答がほとんどでした。 

 

◇家庭学習の習慣が身についている 

「家で自分で計画を立てて勉強していますか」 

 

◇より良い人間関係を築いている 

「人が困っているときは、進んで助けていますか」 

「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」 

          

◇目標（夢）に向かって努力している 

「将来の夢や目標を持っていますか」 

 

◇ふるさとに関心がある 

「今住んでいる地域の行事に進んで参加していますか」 

「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか」 

 

§３ 過去３年間の調査結果から 

良好で 

あること 

・基礎的・基本的な問題は、ほぼ定着している。 
・無解答がなく、何とか考えて答えを導こうとする前向きな姿勢が見られる。 
・将来の夢や目標を持ち、人の役に立つ人間になりたいと思っている。 

課題と 

なること 

・必要な情報を的確に読み取ること。 
・目的や意図に応じ、伝えたいことを明確にして書くこと。 
・情報を関連づけて、順序立てて説明すること。 

 

 

【角鹿中校区小中学校における共通した取組】 

①  基礎的・基本的内容の定着                                                    

→各教科における『児童生徒の弱み』を分析し、克服を目指した授業づくりを行います。 

→授業の終末の『振り返り』を継続し、内容の整理と理解の確認に取り組みます。 

②家庭学習時間の確保                                                          

→家庭学習の成果を試す場を設定し、家庭と学校との『学習のつながり』を強化します。 

③ＳＮＳに関する正しい知識の理解と使用上のマナー向上                          

→ＳＮＳの活用に関する『小中共通のルール』を基に、継続した指導に取り組みます。 

④活字とふれ合う機会の設定                                                   

→『読書意欲』を高めるために図書室の環境整備や優良図書の紹介に努めます。      

→新聞記事を活用した『自分の考えを持つ学習』により読解力の向上を図ります。     

 

 今後も、ご家庭との連携を十分に図りながら、 

赤崎っ子の学力及び生活習慣の向上をめざしてまいりますので、 

ご協力の程よろしくお願いします。 


